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このたびの小林製薬株式会社の「紅麹原料」を含む健康食品による健康危害事件を受けて、食品添
加物「ベニコウジ色素（別名︓モナスカス色素）」について、以下のメッセージを発信させて頂きます。 
 
問︓食品添加物「ベニコウジ色素」は、小林製薬株式会社の「紅麹原料」と違うのか︖ 
答︓食品添加物「ベニコウジ色素」は、第 10 版食品添加物公定書（１）において、次のように定義

された着色料で、国が使用を認めているものです。従って、「紅麹原料」と大きく異なるものです。 
前述の第 10 版食品添加物公定書では、ベニコウジカビ属糸状菌（Monascus pilosus 及び
Monascus purpureusに限る。）の培養液から得られた、アンカフラビン類及びモナスコルブリン類
を主成分とするとされ、食品の着色目的で使用されるものです。食品には着色料ときちんと表示さ
れます。 

 
      文献総説（２）などによると、紅麹は固体培養にて製造され、肝臓でのコレステロール生合成を阻

害するモナスコリン類を主成分とし、他、着色物質、有機酸、アミノ酸など種々の成分を含み、血中
コレステロール値を低下させる目的で使用されるとされています。 
一方、「ベニコウジ色素」は液体培養した菌体から抽出・殺菌処理を行い生産されます。 

 
問︓食品添加物「ベニコウジ色素」の安全性は、どうなっているのか︖ 
答︓食品添加物「ベニコウジ色素」は、第 10 版食品添加物公定書において、使用基準が定められ、

食品の着色において必要最少量で使用することになっています。これらの管理のもとで、これまでに
健康危害が発生したことはありません。 

 
以上、小林製薬が製造販売しているサプリメント「紅麹原料」と食品添加物「ベニコウジ色素」とは異なる
ものです。食品添加物業界としては、今後も安全・安心な食品添加物を供給していくことを継続していき
ます。 
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